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ビジターセンターでは、小笠原の歴史や文化、動植物などの情報・映像をたくさん揃えております
ので、お気軽にお立ち寄りください。( インターネット FREE SPOT)

火 水 木 金 土日 月

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26

4 5 6

29

2827

30 31 11/1 2

710/1 2 3

3 4

Vol.58

  2017 年 1 0 月 1 日

東京竹芝から南に約 1,000km、唯一の定期船「おがさわら丸」で約 24 時間のところに位置する「小笠原諸島」。
その中で約 2,000 人が生活している父島に「都立大神山公園」があり、園内に小笠原諸島の歴史･文化･自然を紹介
する「小笠原ビジターセンター」があります。

「小笠原の海の仲間たち」特別展

～Bonin Blueの生物多様性～

「つ・な・が・る島々展」特別展

～あなたは知っていますか？

　　　　　　小笠原の島々～
大小 30 余りの島々からなる小笠原諸

島。2013 年には西之島の南南東約

500m 付近で噴火があり、新しい陸

地が出現しました。西之島の最新情報

を含め、硫黄三島、沖ノ鳥島、南鳥島

など小笠原の島々を紹介します。

定期船「おがさわら丸」による

「西之島クルーズ」より

(2017.6.4)
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無 料 リーフレット

歴史・文化・動植物情報
など、小笠原にまつわる
さまざまなリーフレット
をご用意しております。

サンゴ、魚、貝、カニ、ナマコ、ウニ、ヒトデ…

小笠原の海の生きものを調べていくと、多様な自然が見えてきます。

展示では、他の海域では見ることのできない小笠原らしい海の姿に迫ります。
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　　　　はじめました！
ツイッター

さまざまな情報をリアルタイムにツイート‼!

@OgasawaraOogami　　　　ぜひフォローしてください！

イベント

見頃の
動植物

自然・気象
情報

特別展
案内

島内情報

11/19
まで

Twitter

＊特別展開催期間のみの展示となります。展示生物は適宜変更となる場合がございます。

ビジターセンターで展示中の

海の仲間たち

ロクセンスズメダイ
クチナシイロウミウシ

オガサワラクロベンケイガニ
フタスジナマコ



ビジターセンターでのイベント情報や、 園内を中心

とした見頃の動植物情報などをリアルタイムに紹介！

ぜひ一度ご覧ください♪

小笠原ビジターセンター ・ 大神山公園サービスセンター
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お客様サポートセンター ( 協会の事業全般に関するお問い合わせ )
TEL 03-3232-3038 
※8:30 ～ 17:30( 土日･祝日･年末年始を除く )

指定管理者 ： 公益財団法人　東京都公園協会

〒100-2101 東京都小笠原村父島字西町小笠原ビジターセンター内
TEL 04998-2-7170 ※8:00 ～ 17:30 (12:00 ～ 13:30 休憩 ・ 年中無休 )
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<アクセス >
おがさわら丸船着場から徒歩 5分

ツイッター平日毎日更新‼
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トンボ目トンボ科ウスバキトンボ属、父島や母島で最も目にするトンボです。
父島では5月頃から、開けた場所で群れて飛んでいる所をよく見かけます。最近、お祭り広場でも
たくさん飛んでいます。
体長は約5cmで薄オレンジ色の体と大きな翅が特徴です。
翅は特に後翅の付け根付近が幅広くなっており、グライダーのように長い時間空に留まることが
できます。そのおかげで長距離移動が得意です。
全世界の熱帯地方に広く分布します。
日本本土には毎年4月から5月頃に東南アジアの熱帯地方から太平洋を渡って飛来します。そして
北海道やカムチャツカまで北上します。
南西から北東への大群の洋上移動が、小笠原方面に停泊している定点観測船上で観察されていま
す。また太平洋沿いの地域では、南西方面の海上から次々と飛来、上陸することが報告されてい
ます。
ウスバキトンボは成長が早く、4月から5月頃に本土へ飛来したものは、7月頃には第2世代が羽
化し、その卵から生まれた第3世代が8月中旬に羽化する頃には大変な数になって飛び回ります。
そうして日本の各地で世代交代を繰り返しますが、寒さに弱いため、国内では秋から冬にかけて
成虫・卵・幼虫が死滅します。そしてまた翌春に南から渡ってくるという生活を繰り返していま
す。

意外と知らない！？
～ウスバキトンボの生態～

ベニヒメトンボ

他に大神山公園で見かけるトンボたち

はね

テンノミ山はどこ？
実は大神山の別の呼び方です。
テンノミ(天の実)とは、タチテンノウメ(立ち天の梅)の別名です。
戦前、大神山でテンノミがたくさん見られていたので、テンノミ山と呼ばれていました。
今は、メイン展望台～山頂展望台付近で見られます。
花期は晩秋～春ですが、見ごろのピークは３，４月です。
果期は夏で、熟すと黒紫になります。
以前は、タチテンノウメ・シラゲテンノウメと２種類の
固有種があると言われていましたが、最近の見解では、
これらは同一とされました。さらに他の地域に分布して
いるものと同種とされ、広域分布種のタチテンノウメと
なりました。

トンボ池では、ヤゴの抜け殻や、
運が良ければ

産卵に来るトンボも見られるかも！？

トンボ池

まるで組み立て体操をしているようです！


